
本
書
の
重
要
性
の
第
一
は
、
中
国
中
世
以
前
の
医
学
文
献
の
失
わ
れ
た
部
分
を
大
量
に
残
存
し
て
い
る
こ
と
、
そ
の
第
二
は
、
北
宋
の
改
修

以
前
の
旧
態
を
そ
の
ま
ま
保
存
し
て
い
る
こ
と
、
第
三
は
康
頼
が
独
自
の
見
識
を
以
て
こ
れ
を
集
大
成
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
ほ
ど
の
質
量
と
も
に
ま
と
ま
っ
た
、
ほ
ぼ
原
型
の
姿
そ
の
ま
ま
が
一
千
年
後
の
今
日
ま
で
伝
え
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、
仁
和
寺
の

『
太
素
』
な
ど
と
共
に
、
中
国
伝
統
医
学
史
上
、
全
く
類
を
見
な
い
驚
嘆
す
べ
き
こ
と
で
、
こ
れ
は
正
倉
院
の
宝
物
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、

歴
史
文
化
財
の
伝
世
保
持
と
い
う
我
国
特
有
の
伝
統
の
象
が
よ
く
遣
し
得
た
奇
蹟
と
も
い
う
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。

医
学
の
宝
庫
で
あ
り
、
Ｌ

を
俟
た
な
い
所
で
あ
る
。

一
、
は
じ
め
に

『
医
心
方
』
は
、
す
で
に
ご
承
知
の
如
く
、
丹
波
康
頼
の
撰
進
に
か
か
る
、
わ
が
国
に
現
存
す
る
最
古
の
医
書
で
、
永
観
二
年
（
西
紀
九
八
四
）
、

時
の
円
融
上
皇
に
献
上
さ
れ
た
全
三
○
巻
か
ら
成
る
一
大
医
学
全
書
で
あ
る
。
今
を
去
る
こ
と
、
ま
さ
に
一
千
年
前
の
出
来
事
で
あ
っ
た
。

本
書
が
、
中
国
伝
統
医
学
の
粋
と
し
て
、
唐
時
代
に
誇
る
『
千
金
方
』
『
千
金
翼
方
』
『
外
台
秘
要
方
』
な
ど
に
優
る
と
も
決
し
て
劣
ら
な
い

医
学
の
宝
庫
で
あ
り
、
か
つ
ま
た
、
日
本
漢
方
の
黎
明
を
告
げ
る
象
徴
と
称
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
一
大
文
化
遺
産
で
あ
る
こ
と
は
、
も
は
や
論

江
戸
医
学
に
お
け
る
一
医
心
方
』
の
影
写
と
校
刻
事
業
の
経
緯

矢
数
道
明

（7）303



幕
末
に
隆
盛
を
極
め
た
考
証
学
派
の
業
績
は
、
『
医
心
方
』
の
撰
者
、
丹
波
康
頼
の
血
を
引
く
多
紀
家
を
中
心
に
な
さ
れ
た
。
そ
の
江
戸
医

学
の
人
食
が
、
原
撰
本
で
あ
る
半
井
本
の
供
出
を
願
っ
て
画
策
し
、
そ
の
成
功
を
喜
び
、
そ
の
影
刻
本
出
版
に
当
っ
て
は
、
い
か
に
血
の
に
じ

む
よ
う
な
情
熱
を
傾
け
た
か
、
そ
の
実
情
を
振
返
っ
て
象
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

近
年
半
井
本
は
、
漸
く
半
井
家
の
手
を
離
れ
て
文
化
庁
の
所
轄
と
な
り
、
撰
進
一
千
年
目
の
今
年
国
宝
に
指
定
さ
れ
、
あ
わ
せ
て
こ
の
た
び

の
祭
典
が
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
慶
事
を
機
会
に
、
江
戸
医
学
の
人
々
が
『
医
心
方
』
に
注
い
だ
情
熱
と
、
そ
の
業
績
を
再
認
識
し

て
み
た
い
。

図
一
、
『
医
心
方
提
要
』
森
立
之
自
筆
稿
本

○

そ
の
実
態
を
知
る
に
当
っ
て
、
中
心
と
な
る
資

料
は
、
医
学
館
に
お
い
て
『
医
心
方
』
校
刻
に
終

始
努
力
し
た
考
証
学
派
の
奇
才
、
森
立
之
（
一
八

○
七
’
一
八
八
五
）
が
克
明
に
記
録
し
た
『
医
心

方
提
要
』
（
図
一
）
で
、
石
原
明
氏
の
旧
蔵
に
よ

る
自
筆
本
が
、
当
時
の
状
況
を
坊
佛
と
さ
せ
る
唯

一
無
二
の
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。

こ
の
ほ
か
、
松
本
一
男
氏
所
蔵
の
『
医
心
方
提

要
』
の
別
本
が
あ
り
、
こ
れ
も
森
立
之
所
蔵
本
で

あ
る
が
、
内
容
的
に
は
資
料
は
は
る
か
に
少
な
い

も
の
で
あ
る
。
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二
、
多
紀
家
の
宿
望

康
頼
の
献
上
本
は
、
久
し
く
宮
中
に
秘
蔵
さ
れ
て
い
た
が
、
正
親
町
天
皇
の
時
代
（
一
五
六
○
’
一
五
八
六
）
に
至
っ
て
、
典
薬
頭
で
あ
っ
た

半
井
瑞
策
（
光
成
）
に
下
賜
さ
れ
た
。
そ
の
詳
し
い
年
次
や
下
賜
の
理
由
は
明
ら
か
で
は
な
い
。

半
井
家
は
丹
波
家
に
匹
敵
す
る
歴
世
の
宮
廷
医
家
で
、
京
都
半
井
典
薬
頭
の
家
系
は
連
綿
と
し
て
明
治
維
新
に
至
る
ま
で
続
き
、
『
医
心
方
』

は
同
家
門
外
不
出
の
家
宝
と
し
て
、
代
を
護
持
さ
れ
て
き
た
。

○

江
戸
後
期
、
名
実
と
も
に
医
界
最
高
の
座
に
つ
き
、
栄
光
を
放
っ
た
多
紀
江
戸
医
学
の
発
端
は
、
元
孝
（
一
六
九
五
’
一
七
六
六
）
に
始
ま

る
。
元
孝
は
吉
宗
将
軍
の
御
匙
と
な
り
、
明
和
二
年
（
一
七
六
五
）
官
許
を
得
て
神
田
佐
久
間
町
に
踏
寿
館
を
建
て
、
全
国
諸
医
家
の
子
弟
教

育
に
当
っ
た
。
二
代
目
多
紀
元
徳
は
か
ね
て
よ
り
『
医
心
方
』
を
探
し
求
め
て
い
た
が
、
は
か
ら
ず
も
こ
の
年
、
積
年
の
宿
望
の
一
つ
が
叶
え

ら
れ
た
。
御
室
仁
和
寺
本
の
紗
写
が
そ
れ
で
あ
る
。

寛
政
二
年
、
と
き
の
老
中
松
平
定
信
か
ら
京
都
へ
、
『
医
心
方
』
探
索
の
令
が
発
せ
ら
れ
、
御
室
仁
和
寺
に
そ
の
古
写
本
の
存
在
が
判
明
、

仁
和
寺
は
そ
の
旨
を
承
諾
し
、
秘
庫
よ
り
と
り
出
さ
れ
た
断
簡
二
十
三
包
が
江
戸
へ
送
ら
れ
、
元
徳
は
幕
命
を
奉
じ
、
息
子
の
元
簡
・
元
佼
・

元
方
、
門
人
三
好
元
栗
を
督
励
し
て
二
部
を
抄
写
さ
せ
、
一
本
を
幕
府
に
納
め
、
一
本
を
自
家
蔵
と
し
た
。
こ
の
幕
府
納
本
は
い
ま
、
国
立
公

文
書
館
内
閣
文
庫
に
現
存
し
て
い
る
。

○

多
紀
家
は
こ
れ
に
先
だ
ち
、
一
時
は
姻
戚
関
係
を
結
び
つ
つ
も
、
互
い
に
宮
廷
と
将
軍
家
に
仕
え
る
官
医
と
し
て
宿
敵
ラ
イ
バ
ル
の
間
柄
に

あ
っ
た
半
井
家
に
、
『
医
心
方
』
の
完
全
峡
本
が
伝
存
し
て
い
る
こ
と
を
灰
間
し
て
い
た
。
元
徳
ら
は
幕
命
に
よ
っ
て
こ
れ
を
提
出
さ
せ
、
紗

写
を
企
て
た
が
、
時
の
半
井
成
美
は
頑
と
し
て
応
ぜ
ず
、
去
る
天
明
八
年
（
一
七
八
八
）
の
京
都
大
火
に
よ
っ
て
焼
失
し
た
と
言
い
張
り
、
幕
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幕
府
は
寛
政
二
年
（
一
七
九
○
）
三
月

ね
し
に
、
前
後
ふ
つ
つ
か
な
る
答
、
そ
（

間
の
出
仕
停
止
、
閉
門
を
言
い
渡
し
た
。

命
に
も
応
じ
な
か
っ
た
。

い
ま
丹
波
康
頼
を
祖
と
し
た
多
紀
家
・
半
井
家
・
錦
小
路
家
と
の
関
係
を
略
図
表
化
し
た
も
の
を
図
二
に
示
す
。

○

寛
政
十
一
年
（
一
七
九
九
）
元
徳
の
あ
と
を
継
い
で
息
子
の
元
簡
が
医
学
館
を
主
宰
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
元
簡
は
機
会
あ
る
ご
と
に
半
井

四
代

丹
渡
康
頼
Ｉ
維
忠
‐
一

五
代 図

二
、
丹
波
康
頼
と
多
紀
家
・
半
井
家
・
錦
小
路
家
と
の
関
係

十
九
代

ｌ
頼
基
錦
小
路
頼
徳

五
代
四
代

‐
経
基
ｌ
膿
ｌ
行
長
ｌ
嗣
長
Ｉ
明
勇
半
井
家
に
養
子
に
入
り
同
家
を
継
ぐ
一
Ｊ

｜
四
代
‐
龍
瑞
漏
‐
Ｍ
１
堂
ｌ
清
雅
ｌ
広
明
ｌ
麿
国

Ｏ
ｏ

ｏ
Ｏ

Ｏ
○

二
十
代
。
。
。
。
。
。
。
。
。

ｌ
知
基
多
紀
元
孝
ｌ
元
徳
ｌ
元
簡
１
１
元
胤
一
元
斫

一
。
ｏ

ｒ
元
佶

、
○

○
○

ｌ
元
堅
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
元
瑛

三
月
二
十
六
日
、
半
井
成
美
に
対
し
、
「
か
ね
て
よ
り
、
そ
の
方
の
所
持
す
る
『
医
心
方
』
に
つ
い
て
尋

そ
の
上
、
京
都
屋
敷
に
て
焼
失
し
た
と
い
う
も
こ
れ
を
届
け
出
で
ざ
る
は
不
埒
至
極
な
り
」
と
し
て
百
日
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三
、
半
井
本
の
出
現

文
化
七
年
（
一
八
一
○
）
、
元
簡
は
、
半
井
本
借
覧
の
念
願
を
果
す
こ
と
な
く
世
を
去
り
、
次
の
嫡
子
元
胤
も
文
政
十
年
（
一
八
二
七
）
四
十
六

歳
の
若
さ
で
元
簡
の
後
を
追
い
、
元
胤
な
き
後
は
、
元
簡
の
庶
子
、
多
紀
元
堅
が
医
学
館
を
主
宰
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
元
堅
は
元
簡
に
勝
る

と
も
劣
ら
ぬ
豪
傑
鬼
才
の
大
人
物
で
あ
っ
た
。

元
堅
を
は
じ
め
と
す
る
医
学
館
の
人
々
は
、
元
簡
・
元
胤
の
後
を
承
け
、
広
く
善
本
秘
籍
を
探
索
蒐
集
し
た
。
そ
の
所
業
は
『
経
籍
訪
古
志
』

と
な
っ
て
実
を
結
び
、
そ
の
優
れ
た
鑑
識
眼
の
卓
絶
さ
を
後
世
に
遺
し
て
い
る
。

嘉
永
元
年
（
一
八
四
八
）
元
堅
ら
は
、
米
沢
侯
所
蔵
の
宋
版
『
千
金
方
』
三
○
巻
を
開
彫
発
刊
し
た
。
残
る
最
大
の
獲
物
、
宿
願
半
井
本
『
医

心
方
』
に
的
を
絞
っ
た
。
嘉
永
七
年
（
安
政
元
年
）
待
望
の
半
井
本
『
医
心
方
』
が
、
俄
然
そ
の
姿
を
あ
ら
わ
す
こ
と
に
な
る
。
そ
の
た
め
、

四
年
を
か
け
版
下
を
完
成
し
た
宋
版
『
外
台
秘
要
方
』
の
出
版
は
断
念
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
半
井
本
『
医
心
方
』
は
多
紀
家
に
と
っ
て
、

家
の
『
医
心
方
』
を
虎
視
眈
々
と
し
て
狙
っ
て
い
た
。

文
政
年
間
（
一
八
一
八
’
一
八
三
○
）
に
次
の
よ
う
な
事
件
が
発
生
し
た
。
元
簡
と
山
本
宗
允
の
二
人
が
、
た
ま
た
ま
、
半
井
家
に
養
子
に
入

っ
た
半
井
清
雅
の
実
父
、
相
模
守
北
條
氏
防
の
脚
気
治
療
を
任
命
さ
れ
た
。
元
簡
ら
は
、
脚
気
の
治
療
は
『
医
心
方
』
に
詳
し
い
、
よ
っ
て
こ

れ
を
秘
蔵
し
て
い
る
半
井
家
よ
り
借
り
出
し
て
欲
し
い
と
、
患
者
で
あ
る
北
條
氏
肪
に
依
頼
し
た
。
氏
坊
は
自
分
の
病
気
の
こ
と
ゆ
え
、
急
ぎ

息
子
の
半
井
清
雅
に
こ
れ
を
伝
え
、
脚
気
方
の
記
載
さ
れ
た
『
医
心
方
』
巻
八
の
一
冊
を
半
井
家
よ
り
借
り
出
す
こ
と
に
成
功
し
た
。

元
簡
ら
は
、
し
め
た
と
思
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
す
ぐ
さ
ま
紗
写
を
開
始
し
た
が
、
喜
び
も
束
の
間
、
九
枚
目
ま
で
写
し
た
と
き
に
、
北
條
氏

防
は
脚
気
が
悪
化
し
て
死
去
し
た
。
す
る
と
半
井
清
雅
は
、
も
は
や
貸
与
の
理
由
は
な
い
と
、
即
刻
こ
れ
を
引
き
あ
げ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

多
紀
家
が
、
い
か
に
執
念
を
以
て
、
こ
と
あ
る
ご
と
に
半
井
家
よ
り
『
医
心
方
』
を
手
に
入
れ
よ
う
と
し
た
か
、
こ
の
逸
話
は
そ
の
実
情
を

多
紀
家
が
、
い
か
に
執
念
を
Ｍ

よ
く
伝
え
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
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何
も
の
に
も
替
え
が
た
い
魅
力
的
な
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

○

こ
こ
で
半
井
本
搬
出
を
め
ぐ
る
舞
台
に
踊
る
主
要
人
物
を
紹
介
し
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

若
年
寄
、
老
中
に
次
ぐ
重
職
に
あ
っ
て
、
幕
府
の
窓
口
と
し
て
、
直
接
医
学
館
を
監
督
し
て
い
た
。

○

嘉
永
七
年
（
一
八
五
四
）
（
こ
の
年
の
十
一
月
二
十
七
日
改
元
し
て
安
政
元
年
と
な
る
：

二
月
末
、
老
中
阿
部
正
弘
邸
に
六
郷
政
段
が
出
頭
し
、
『
医
心
方
』
周
旋
を
内
談
協
議
し
、
こ
れ
が
発
端
と
な
る
。

三
月
上
旬
、
半
井
広
明
の
参
府
が
決
定
。

四
月
中
旬
、
半
井
広
明
、
同
家
の
江
戸
屋
敷
に
て
、
『
医
心
方
』
の
提
出
を
承
服
。

(4) ②
六
郷
政
段
（
筑
前
守
）子

六
郷
政
秦
の
曽
孫
に
当
り
、
半
井
広
明
と
姻
戚
。

阿
部
正
弘
の
公
用
人
、

⑤
遠
藤
胤
統
（
但
馬
守
）

(3) ⑩
半
井
広
明
（
出
雲
守
）

六
郷
政
秦
（
大
和
守
）

渡
辺
三
太
平

天
保
十
四
年
か
ら
安
政
四
年
ま
で
、
十
四
年
間
老
中
の
座
に
在
っ
た
、
福
山
藩
守
で
、
森
立
之
は
福
山
藩
の
医
員
と
し
て
仕
え
た
。

阿
部
正
弘
（
伊
勢
守
）

六
郷
政
秦
争

か
ら
三
代
目
。

の
三
男
で
、
半
井
家
に
養
子
に
入
り
、
清
雅
の
後
を
継
ぐ
。
寛
政
二
年
に
提
出
を
拒
否
し
て
処
罰
さ
れ
た
成
美

森
立
之
と
は
同
藩
の
誼
交
。
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○

こ
の
よ
う
に
し
て
、
午
前
八
時
過
ぎ
に
遠
藤
但
馬
守
の
辰
の
口
邸

に
届
け
ら
れ
た
『
医
心
方
』
は
、
同
日
巳
の
刻
（
午
前
十
時
か
ら
十
二

学
館
の
人
た
に
披
露
さ
れ
た
。

○

嘉
永
七
年
十
月
十
三
日
、
つ
い
に
待
ち
に
待
っ
た
『
医
心
方
』
半
井
本
披
見
の
日
が
や
っ
て
き
た
。

朝
五
ッ
時
（
八
時
）
過
ぎ
、
六
郷
政
股
は
『
医
心
方
』
三
十
一
巻
（
巻
二
十
五
に
二
種
類
の
テ
キ
ス
ト
が
あ
っ
た
）
一
箱
を
、
若
年
寄
遠
藤

但
馬
守
邸
に
持
参
、
老
中
阿
部
正
弘
公
用
人
、
渡
辺
三
太
平
に
、
半
井
広
明
か
ら
の
書
付
一
通
を
添
付
し
て
、
こ
れ
を
手
渡
し
た
。
そ
の
口
上

の
覚
え
書
は
実
に
興
味
深
い
も
の
で
、
こ
れ
を
現
代
語
に
訳
す
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

か
ね
て
六
郷
政
殿
殿
よ
り
、
内
々
に
打
診
を
承
っ
て
居
り
ま
す
件
、
す
な
わ
ち
私
の
祖
父
成
美
の
代
に
御
沙
汰
の
あ
っ
た
家
伝
『
医
心
方
』

、
、
、
、
、
、
、

で
す
が
、
本
書
は
天
明
八
年
の
京
都
大
火
の
際
に
焼
失
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
た
だ
似
よ
り
の
品
を
所
持
致
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
人
民
救
済

の
た
め
と
あ
れ
ば
、
六
郷
殿
よ
り
の
た
び
重
な
る
要
請
で
す
の
で
承
伏
い
た
し
ま
す
。
書
名
は
同
じ
く
『
医
心
方
』
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、

筆
も
所
々
異
な
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
誤
字
や
脱
字
も
あ
り
、
甚
だ
信
頼
の
お
け
ぬ
粗
末
な
本
で
、
お
役
に
立
ち
ま
せ
ぬ
で
し
ょ
う
が
、
ご
所
望

の
こ
と
ゆ
え
、
全
部
で
三
十
一
巻
、
六
郷
殿
を
介
し
て
御
覧
に
入
れ
ま
す
。
委
細
は
六
郷
殿
よ
り
申
し
上
げ
ま
す
。
以
上

十
月
十
三
日
半
井
出
雲
守

以
後
、
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
、
阿
諦

接
面
会
し
て
最
終
の
固
め
を
行
っ
た
。

半
井
家
と
し
て
は
、
以
前
成
美
の
代
に
、
天
明
の
大
火
で
焼
失
し
た
と
偽
っ
た
手
前
、
「
似
よ
り
の
品
」
と
称
す
る
し
か
な
か
っ
た
が
、
実

に
期
待
に
背
か
ぬ
古
抄
の
善
本
で
あ
っ
た
。
一
同
狂
喜
雀
躍
し
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

阿
部
家
公
用
人
渡
辺
三
太
平
と
六
郷
政
段
と
の
間
に
折
衝
が
あ
り
、
十
月
一
日
、
多
紀
元
堅
が
、
政
段
と
直

哩
馬
守
の
辰
の
口
邸
（
浅
草
絵
図
に
よ
る
と
嘉
永
六
年
刊
辰
の
口
は
金
龍
山
浅
草
寺
の
真
裏
に
あ
っ
た
）

（
午
前
十
時
か
ら
十
二
時
ま
で
）
か
ら
、
未
の
刻
（
午
後
二
時
か
ら
四
時
）
に
か
け
て
、
並
居
る
医
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森
立
之
は
こ
の
と
き
感
慨
を
こ
め
て
次
の
よ
う
に
記
し
、
一
詩
を
賦
し
た
。

甲
寅
（
嘉
永
七
年
）
十
月
十
三
日
、
医
心
方
三
十
一
巻
、
辰
之
口
邸
内
の
小
書
院
に
て
、
同
僚
と
と
も
に
拝
披
撫
玩
す
る
こ
と
巳
よ
り
未
に

べ
ん
シ
ご

至
る
。
実
に
八
百
年
前
の
旧
抄
な
り
。
搾
喜
（
手
を
拍
っ
て
お
ど
り
喜
ぶ
）
の
余
り
、
賦
し
て
一
絶
を
得
た
り
。

元
徳
・
元
簡
・
一
語

に
過
ぎ
去
っ
て
い
た
。

の
宴
を
開
い
た
。

そ
し
て
立
之
は
『
医
心
方
』
三
十
一

見
る
人
の
数
よ
り
多
し
か
へ
り
花

席
上
の
各
位
十
三
人

梅
花
は
多
紀
家
の
紋
所
に
か
け
た
も
の
。
喜
び
に
乗
じ
、
一
行
は
群
を
な
し
て
元
堅
の
別
邸
三
松
書
院
に
赴
き
、
『
医
心
方
』
出
現
の
祝
賀

○
○

立
之
の
子
、
約
之
は
、
そ
の
功
三
卯
に
あ
る
と
し
た
。
即
ち
、

○

阿
部
正
弘
文
政
二
年
己
卯
の
生
（
一
八
一
九
）

Ｏ

多
紀
元
堅
寛
政
七
年
乙
卯
の
生
（
一
七
九
五
）

多
紀
元
堅
、
多
紀
元
研
、

堀
川
舟
庵
、
森
立
之

馥
郁
た
る
古
香
、
君
怪
し
む
こ
‐

旙
披
す
、
・
三
十
一
巻
の
医
心
方
。

小
春
奇
暖
、
書
堂
に
満
つ
。

心
、
梅
花
と
共
に
自
ら
狂
わ
ん
と
欲
す
。

馥
郁
た
る
古
香
、
君
怪
し
む
こ
と
莫
か
れ
。

元
簡
・
元
胤
が
果
た
せ
な
か
っ
た
夢
は
、
か
く
し
て
現
実
の
も
の
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
筧
政
二
年
よ
り
六
十
余
年
の
歳
月
が
す
で

多
紀
元
佶
、
山
崎
宗
安
、
小
島
春
折
、
辻
元
柊
庵
、
山
本
順
庵
、
渋
江
抽
斎
、
伊
沢
柏
軒
、
稲
葉
元
煕
、

三
十
一
巻
と
、
そ
の
披
見
者
十
三
名
を
対
比
し
て
一
句
を
作
っ
た
。
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四
、
摸
紗
本
の
作
製

医
学
館
首
脳
部
は
、
急
ぎ
影
写
に
つ
い
て
の
規
則
を
協
議
し
た
。
『
提
要
』
に
は
喜
多
村
直
寛
自
筆
の
草
案
が
綴
じ
こ
ん
で
あ
る
。
十
六
項

目
に
亘
っ
て
心
得
が
列
挙
さ
れ
、
そ
の
中
に
、
丹
波
康
頼
の
霊
前
に
香
花
を
供
え
、
朝
夕
礼
拝
す
べ
き
こ
と
、
と
い
う
一
項
が
あ
る
。
そ
の
他

こ
ま
ご
ま
し
た
規
則
が
提
案
さ
れ
、
興
味
を
そ
そ
ら
れ
る
。
ま
た
終
り
の
方
に
、
「
書
写
中
、
狼
談
・
剰
語
堅
く
禁
じ
候
こ
と
」
と
い
う
一
項

が
あ
る
。
医
心
方
中
の
房
内
篇
の
抄
写
に
当
っ
て
、
人
情
の
常
と
し
て
必
ず
や
起
る
べ
き
こ
と
を
事
前
に
釘
を
さ
し
た
も
の
と
し
て
肯
か
れ

る
0

糸
壬
裳
鮒
飼
浦

努
《
尋
〃
元
噛
刷
艮

飛
ゑ
ケ
、
蹄
山
硴

岻
”
蛎
梵
巍
延
蝿

蒋
，
逢
欠
流

影
写
作
業
に
参
画
し
た
メ
ン
バ
ー
は
、
総
裁
二
、
校
正
七
、
監
理
四
、
写
手
十
六
の
総
勢
二
十
九
名
、
い
ず
れ
も
名
家
の
血
筋
を
引
い
た
も

図
三
、
岡
西
玄
亭
詩

○

森
立
之
文
化
四
年
丁
卯
の
生
（
一
八
○
七
）

○

更
に
岡
西
玄
亭
の
一
詩
が
あ
る
（
図
三
）
。

秘
玉
突
然
、
償
（
木
の
箱
）
を
開
き
て
出
づ
・

螢
光
明
徹
し
て
点
暇
（
玉
の
傷
）
無
し
。

金
龍
山
の
畔
に
波
涛
起
こ
り
、

龍
口
始
め
て
、
是
に
此
の
珠
を
探
る
。

金
龍
山
は
浅
草
寺
、
金
龍
山
畔
と
は
六
郷
政
殿
の
屋
敷
の
こ
と
で
、
同
邸
が
浅
草
寺
の
真
裏
に

あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
龍
口
は
辰
の
口
、
即
ち
、
『
医
心
方
』
が
初
め
て
披
露
さ
れ
た
遠
藤
胤
統

邸
を
指
し
て
い
る
。
今
の
麹
町
永
田
町
に
当
る
。
岡
西
玄
亭
は
伊
沢
蘭
軒
の
門
下
で
、
い
わ
ゆ
る

蘭
門
の
五
哲
の
一
人
で
、
渋
江
抽
斎
の
義
兄
に
当
る
人
物
。
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こ
の
延
慶
本
の
末
尾
の
識
語
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ま
で
不
明
で
あ
っ
た
丹
波
康
頼
の
没
年
月
日
と
享
年
が
判
明
し
た
。
長
徳
元
年
（
九
九
五
）

四
月
十
九
日
逝
去
、
歳
八
十
四
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。

○

安
政
四
年
（
一
八
五
七
）
不
幸
な
出
来
事
が
次
為
と
重
な
っ
た
。
多
紀
元
堅
、
元
研
、
小
島
春
折
が
他
界
し
、
翌
安
政
五
年
渋
江
抽
斎
が
五

十
三
歳
で
コ
レ
ラ
で
蕊
れ
た
。
抽
斎
は
死
ぬ
ま
で
う
わ
ご
と
で
『
医
心
方
』
校
合
の
こ
と
を
口
走
っ
て
い
た
と
い
う
。
『
医
心
方
』
校
刻
に
心

血
を
注
ぎ
な
が
ら
、
晴
れ
の
日
を
迎
え
る
こ
と
な
く
世
を
去
っ
た
人
為
の
、
無
念
の
思
い
は
察
す
る
に
余
り
あ
る
。

あ
が
た
げ
わ
せ
つ

こ
れ
に
よ
っ
て
安
政
六
年
に
お
け
る
メ
ン
バ
ー
の
大
半
は
一
新
し
、
県
玄
節
、
浅
田
宗
伯
ら
が
参
加
し
た
。

こ
の
『
医
心
方
』
の
版
木
は
、
維
新
後
、
医
学
館
と
と
も
に
新
政
府
の
管
理
下
に
入
り
、
い
ま
東
大
の
所
有
と
な
っ
て
い
る
。
大
正
十
二
年

現
在
こ
の
江
戸
医
学
館
影
写
本
は
、
宮
内
庁
書
陵
部
に
現
存
し
て
い
る
。
私
は
こ
の
た
び
、
大
塚
恭
男
、
小
曽
戸
洋
の
両
氏
と
共
に
こ
れ
を

披
見
さ
せ
て
頂
い
た
。
こ
と
ご
と
く
原
本
の
真
を
佑
製
し
た
も
の
で
、
医
学
館
の
面
目
躍
如
た
る
も
の
が
あ
る
。

れ
た
。半

井
家
に
は
別
に
、
音

り
出
し
た
も
の
で
あ
る
。

示
し
た
。

の
ば
か
り
で
あ
っ
た
。

安
政
元
年
十
一
月

五
、
校
刻
出
版

早
速
版
下
の
製
作
が
開
始
さ
れ
、
小
島
春
祈
は
、
「
医
心
方
縮
刻
程
式
」
と
い
う
版
下
作
製
要
項
を
草
し
て
、
書
家
渡
辺
源
三
に
こ
れ
を
指

月
一
日
よ
り
開
始
し
、
影
写
再
校
の
終
っ
た
の
は
十
二
月
七
日
で
、
六
年
後
半
井
家
に
返
却
の
際
に
も
詳
細
な
校
合
が
な
さ

延
慶
二
年
（
一
三
○
九
）
の
書
写
に
よ
る
冊
子
装
の
古
写
本
が
あ
っ
た
。
脚
気
治
療
の
と
き
元
簡
が
、
そ
の
巻
八
を
借
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の
関
東
大
震
災
で
、

び
、
大
塚
恭
男
、
‐

る
こ
と
が
で
き
た
。

○

功
労
者
へ
の
褒
賞
十
三
名

半
井
山
城
守
（
広
国
）
銀
二
○
枚
時
服
二

多
紀
安
琢
充
奥
医
師
銀
二
○
枚
時
服
二

多
紀
安
常
充
奥
医
師
銀
二
○
枚
時
服
二

伊
沢
磐
安
奥
医
師
銀
一
○
枚

舟
橋
宗
春
銀
一
○
枚

高
橋
久
貫
‐
銀
一
○
枚

森
養
竹
（
立
之
）
銀
一
○
枚

佐
藤
玄
莨
（
元
莨
）
銀
七
枚

清
川
玄
道
（
玄
策
）
銀
五
枚

県
玄
節
銀
五
枚

浅
田
宗
伯
銀
三
枚

橘
宗
俊
銀
五
枚

渡
辺
源
三
（
没
後
で
そ
の
子
）
銀
十
五
枚

九
月
二
十
八
日
、
元
佶
は
、
関
係
者
三
十
余
人
を
招
待
し
、
刻
医
心
方
完
成
大
祝
賀
会
を
主
催
し
た
。
嘉
永
七
年
十
月
、
辰
ノ
ロ
邸
で
、
は

、
そ
の
大
半
は
焼
失
し
、
或
は
そ
の
際
、
バ
ラ
ッ
ク
の
屋
根
や
燃
料
に
も
供
さ
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
私
は
こ
の
た

小
曽
戸
洋
両
氏
と
共
に
、
東
大
附
属
図
書
館
に
お
い
て
、
残
さ
れ
た
僅
か
四
十
三
枚
、
両
面
八
十
五
頁
分
の
版
木
を
確
認
す
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じ
め
て
『
医
心
方
』
を
披
閲
し
て
よ
り
七
年
、
医
学
館
の
歴
史
上
、
最
大
に
し
て
最
後
の
大
事
業
が
こ
こ
に
成
就
し
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
皮
肉
に
も
、
そ
の
華
や
か
さ
は
、
恰
も
燃
え
つ
き
ん
と
す
る
燭
光
の
輝
き
に
似
て
、
そ
の
後
八
年
、
明
治
維
新
を
迎
え
て
、
漢
方
医

学
は
急
転
奈
落
へ
の
道
を
辿
る
こ
と
に
な
っ
た
。

明
治
十
四
年
、
駐
日
清
国
大
使
の
随
行
員
と
し
て
来
日
し
た
、
清
朝
考
証
学
の
異
才
、
楊
守
敬
は
、
こ
の
『
医
心
方
』
を
見
て
驚
嘆
し
、
そ

の
著
『
日
本
訪
書
志
』
に
次
の
よ
う
に
誌
し
、
こ
れ
を
中
国
に
紹
介
し
た
。

「
其
の
書
体
に
至
り
て
は
秀
逸
に
し
て
、
古
香
掴
む
可
し
。
そ
の
影
写
手
、
渡
辺
源
三
、
ま
た
一
時
の
絶
技
な
り
。
刊
刻
の
精
、
校
訂
の

密
、
当
さ
に
日
本
摸
刻
古
書
の
第
一
と
為
す
べ
し
。
そ
の
載
す
る
と
こ
ろ
の
校
刻
職
名
中
、
森
立
之
、
浅
田
宗
伯
の
如
き
は
、
今
巍
然
と
し
て

猶
お
存
す
。
皆
群
書
を
博
覧
せ
る
こ
と
、
中
土
方
今
の
医
家
の
未
だ
有
ら
ざ
る
と
こ
ろ
と
為
す
な
り
」
（
抄
訳
）
と
。

考
証
学
者
で
あ
り
、
当
時
中
国
き
っ
て
の
書
道
家
と
し
て
、
我
国
現
代
書
道
界
に
も
絶
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
楊
守
敬
を
し
て
、
か
く
ま
で

激
賞
せ
し
め
た
こ
と
は
、
ま
さ
に
日
本
の
誇
り
で
あ
り
、
七
年
に
一
旦
る
努
力
が
遺
憾
な
く
酬
い
ら
れ
た
も
の
で
、
以
て
瞑
す
べ
き
こ
と
と
思
わ

れ
る
。

十
三
名
揃
っ
て
『
医
心
方
』
出
現

（
松
本
氏
所
蔵
の
『
提
要
』
に
あ
る
）
。

六
、
お
わ
り
に

森
立
之
は
晩
年
の
明
治
十
四
年
春
、
過
ぎ
去
っ
た
昔
を
偲
び
つ
つ
、
『
提
要
』
を
ひ
と
り
読
み
返
し
、
嘉
永
七
年
、
元
堅
の
三
松
書
院
で
、

三
名
揃
っ
て
『
医
心
方
』
出
現
の
祝
賀
宴
を
開
い
た
と
き
の
、
今
は
亡
き
同
僚
の
顔
を
想
い
起
こ
し
、
朱
筆
を
と
っ
て
余
白
に
書
き
記
し
た

十
三
名
の
諸
君
、
皆
物
故
さ
れ
て
、
吾
一
人
生
き
残
り
け
れ
ば

「
月
更
け
て
独
り
に
な
り
ぬ
花
の
下
」
枳
園

月
は
十
二
（
三
）
の
数
に
、
花
は
多
紀
家
の
絞
所
梅
の
花
に
擬
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
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本
稿
は
、
北
里
研
究
所
附
属
東
洋
医
学
総
合
研
究
所
、
医
史
学
研
究
室
の
小
曽
戸
洋
氏
の
努
力
に
負
う
と
こ
ろ
大
で
あ
る
。
そ
の
全
文
は
多

く
の
資
料
、
写
真
と
共
に
、
共
同
研
究
と
し
て
、
『
漢
方
の
臨
淋
』
誌
（
第
三
二
巻
・
二
号
）
に
一
括
掲
載
し
た
Ｐ
講
演
の
際
に
は
資
料
の
ス

ラ
イ
ド
二
十
七
枚
を
紹
介
し
た
が
、
本
稿
で
は
三
枚
だ
け
を
掲
げ
た
。

そ
し
て
い
ま
『
医
心
方
』
撰
進
一
千
年
を
迎
え
、
記
念
会
が
組
織
さ
れ
、
日
本
医
史
学
会
と
日
本
東
洋
医
学
会
後
援
に
よ
る
記
念
祝
典
が
開

催
さ
れ
、
こ
れ
と
時
を
同
じ
く
し
て
、
「
医
道
顕
彰
会
」
が
発
足
し
、
京
都
東
山
区
、
西
国
十
五
番
霊
場
、
観
音
寺
境
内
に
、
朱
色
華
麗
、
金

色
燦
然
た
る
医
聖
堂
が
建
立
。
そ
の
医
聖
堂
の
下
に
、
渡
辺
源
三
の
筆
跡
を
拡
大
し
、
大
自
然
石
に
刻
ま
れ
た
丹
波
康
頼
『
医
心
方
』
一
千
年

記
念
碑
が
建
立
さ
れ
た
。
昭
和
後
期
を
彩
る
世
紀
の
記
念
事
業
と
思
わ
れ
る
。

半
井
本
、
国
宝
『
医
心
方
』
も
近
い
将
来
影
写
出
版
さ
れ
、
「
医
心
方
」
研
究
会
が
新
し
い
企
画
の
下
に
設
立
さ
れ
る
と
き
く
が
、
こ
こ
に

は
じ
め
て
、
江
戸
医
学
の
人
食
の
苦
心
の
結
晶
は
、
み
ご
と
に
開
花
し
実
を
結
ぶ
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

彼
が
将
来
を
嘱
望
し
た
最
愛
の
息
子
、
約
之
も
す
で
に
こ
の
世
に
な
い
。
立
之
は
漢
方
衰
微
一
途
の
こ
の
と
き
、
将
来
に
お
け
る
自
分
達
の

業
績
の
再
評
価
に
は
、
全
く
期
待
を
持
て
ぬ
気
持
で
あ
っ
た
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

と
こ
ろ
が
こ
の
句
を
読
ん
だ
年
か
ら
、
奇
し
く
も
百
年
を
経
た
、
昭
和
五
十
六
年
へ
『
提
要
」
は
、
石
原
明
氏
の
提
供
に
よ
っ
て
そ
の
大
略

が
、
東
京
大
学
史
料
編
墓
所
の
『
大
日
本
史
料
』
第
一
編
に
収
録
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
立
之
の
意
図
は
こ
こ
に
完
全
に
果
さ
れ
た
と
い
う

半
井
本
、

は
じ
め
て
、

〔
追
記
〕

べ
き
で
あ
ろ
う
。
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TheFaithfulCopyofthe$lIshinho''bythestaffof

theYedo=IgakukanMedicalAcademy

の
【
⑭

by

DomeiYAKAZU

The$@Ishinho'',theoldestextantmedicalworkinJapan,waswrittenbyYasuyoriTanbaand

dedicatedtotheEmperorEn'yuin984A.D.DuringthereignoftheEmperorOgimachi(1560-86)it

waspresentedtoDr.Nakarai、amembe'、ofthemostinHuentialftlmilyofcourtphysiCiansatthattime.

AfterthatitwasheldinkeepingibrmanyyearsinthefamilyNakarai・TheYedo-IgakukanMedi-

calAcademy,presidedoverbymembersofthefamilyTaki,descendantsofYasuyoriTanbaandanother

inHuencialfamilyofcourtphysiciansfamily,wantedtoborrowandreadtheoriginaltextoftheC6Ishinho''

becauseofitsunsurpassedvalueinthebibliographicalstudyofmedicine・ButthisrequestwaSrefilsed

duetostrongoppositionfromthefamilyNakarai．TheYedo-IgakukanthentookadvantaJofits

governmentalauthoritytomovetheTokugawaShogunateGovernmenttosucceedinfinaUyborrowing

theoriginaltextofthe@CIshinho''inl854.Afterafaithfillcopyoftheoriginaltexthadbeenmade

bytheworkingstaff､oftheAcademy,theYedo-Igakukanpublishedthefacsimilieeditioninl860,

probablythelargestandfinalundertakingbytheAcademy. RisshiMori,amemberoftheworking

staHofthisprQjectdescribedtheprocessindetailinhisbook"Ishinho-Teiyo".Itisthepresentauthor's

intentiontotrytodescribethisprqjectwithrefbrencemainlytothe::Ishinho-Teiyo''.
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